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SUMO-㈵修飾を受けた DNA 修復酵素 
チミン DNA グリコシラーゼ中央領域の立
体構造料電池による発電実験。

コロイド粒子の電気泳動の直接数値シミュ
レーション。孤立粒子系（上）と多粒子
系（下）
統計力学や流体力学をベースとした最新
の理論的手法を積極的に導入し、化学工
学分野で重要な各種移動現象の研究に有
効な、新しい方法論の開拓を行っています。

【上写真】直径 5cm のマイクロ反応器（右は分解図）
【右写真】上の装置で作ったプラチナ粒子 ( 粒径 2.3 ナノメートル )
従来の巨大な化学生産技術から環境に調和した新化学技術へと変革することを目的に、
手のひらサイズの反応器の開発を行っています。

【左写真】分子工学の卒業研究
打ち合わせ風景 

【右図】ナノテクノロジーによる無
機・有機を融合した超分子材料
有機分子を金属原子でつないだナ
ノサイズの空間に酸素分子を 1 次
元に並べた物質。

【左図】固体高分子型燃料電池（PEFC）の
概念図

【右写真】固体高分子型燃料電池（PEFC）
の単セル
固体高分子型燃料電池（PEFC）のさらな
る性能の向上を可能にするため、PEFC 全
体を記述する工学モデルの開発を進めてい
ます。
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を融合することによる新しい機能を有する

分子および分子集合体の創製。また、それ

らの新規物質を分子プローブとして用いる

高次生体イメージング分野の応用研究。

生体分子機能化学

金属酵素蛋白質やそのモデル化合物の機能

発現機構を分子・電子構造レベルで解明。

これら多元系分子の構築原理を明らかにし、

新規機能性分子の設計、合成、特性につい

て教育・研究。

分子理論化学

新規な物性を有する有機・無機分子、遷移

金属錯体、触媒、固体材料などを量子化学

の原理に基づいて非経験的に設計、評価す

るための新しい理論、数値解析法の展開に

ついて教育・研究。

量子機能化学

超伝導性、強磁性をはじめとした特異な電

子物性を示す有機材料あるいは炭素系材料

の設計、合成と構造・物性に関する研究。

その材料の構造－物性相関並びに化学反応

の理論的解析に関する教育・研究。

応用反応化学

原子、分子および固体を含むその集合体の

示す電気伝導性、触媒作用、光化学作用な

どの電子過程を各種の分光学的手法および

量子化学に基づく理論的手法により解析。

新規な機能を有する物質の創製のための指

針を確立するための教育・研究。

分子材料科学

無機材料について、合成反応、ミクロ構造、

機能特性の相関を、また､ 高分子について、

固体から希薄溶液に至る種々の状態での構

造と機能あるいは分子運動を研究。材料開

発と材料機能開発について教育・研究。

有機設計学

有用物質の創製や効率的物質変換法の開

発につながる新反応・新物質のデザイン

と実現に関連する教育・研究。有機元素

化学、高分子化学から生体関連化学まで

幅広い領域の融合を目指した先端有機化

学の基礎研究。

合成化学

最先端精密合成化学を基礎とし、有用分子

の新しい合成法・変換法の開発。ライフサ

イエンスに対する合成化学的アプローチ。

新機能性分子の創製。合成反応に対する理

論化学的アプローチ。量子化学の立場から

の反応化学と生物化学の新しい理論の構築。

有機化学に無機化学のエッセンスをとり入

れた複合領域の開拓。

生物化学

生物の持つ高効率・高選択分子変換の仕組

みの解明とこれを利用した高効率物質合成

の基礎と応用。核酸、蛋白質、酵素などの

生体関連物質のかかわる分子認識や化学反

応の分子レベルでの解明。バイオテクノロ

ジーによる有用物質生産の工学的基礎研究。

生物有機化学、分子生物化学、生体認識化

学および生物化学工学の教育と研究。

機能固体化学

結晶化学と電気化学を基盤として、エネ

ルギーおよび環境のための機能性固体材

料の解析、設計ならびに合成に関する研

究を行う。生物のもつ環境に調和した高

度な機能を活用するため、生体適合材料

の開発を行う。

環境プロセス工学

環境負荷低減型の化学プロセスやゼロエミッ

ション社会を目指した資源リサイクルシス

テムなど、環境調和型プロセスの開発に関

する研究を行う。

化学工学基礎

生産プロセスの基本過程である物質とエネ

ルギーの移動・変換過程に関係する現象の

解析と体系化に関する研究を行う。例を挙

げると、

・高分子、コロイド粒子、エマルション、

両親媒性分子、液晶、生体物質などを含む

「複雑流体」と呼ばれる流体の移動現象に

関する研究。

・ナノ空間や固液界面などの「場」におけ

る分子や微粒子集団の自己組織化の研究と

機能材料創製への展開。

・機能性薄膜などの材料製造プロセスや燃

料電池などの電気化学プロセスのモデリン

グと開発。

化学システム工学

新素材などを生産する新しい設備の最適設

計や最適操作および設備中で生じている現

象の解明に関する研究を、計算機を駆使し

て取り組む。例を挙げると、

・吸着、脱溶媒、ガス分離操作などを用い

た高度物質精製、分離システムの開発。

・廃棄物や化石資源を効率的に利用する新

しい反応の設計と技術の開発。

・超断熱材、超軽量材、ナノ発泡体などの

高機能性部材をシステム工学的に創成する

研究。

・生産プロセスの最適な運転、制御、マネー

ジメントに関する研究。

・マイクロ化学プラントの開発。

・環境保全や工業化のための粒子ハンドリ

ング技術の開発。

化学プロセス工学コース

化学工学に関する研究
化学プロセス工学コース
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※本学までの所要時間はあくまでも目安であり、交通事情等により超えることがあります。
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